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京大 ･数理研 上 野 喜三雄
§o Anti-Self-Dual方程式の解の組織的な構成法を最初に見出したのは,Ward及び Atiyah





§1 (Anti)Self-Dual方程式払 複素ゲージポテンシャルBy･By･Bz ･Bz- (これらはC4∋
(U,y,Z,言)上のnXn行列函数 )を導入することにより
Fyz-F---0yZ
F再 +F - -0ZZ
(1)
(2)
































Bz-fl (2az,_f9 -∂zOfj･ Bf-r l･｢8.㌦ =2faye)
は,(Anti)Self-Dual方程式の解であるO更にe-f-3と置いたものが 'tHooftのansatzであ
る｡
§2 次に,線型化問題 (即ち,逆散乱形式の構成 )を考察する｡その為に,微分作用素
Dl- r l∂三十 ∂y･ D2-rl∂す-∂Z
























































u(()- 1与 ≒ p
(pはnXn定数行列で P2-0とするo c･Ilは定数 )としたときのX±(I)の求め方を述べ
るo El∈C+･又,
x-(I)-1+蓋































































東大 ･教養物理 和 達 三 樹
1. はじめに
ソリトンの研究が本格的に始められてから,まだ10年しか経っていない｡ 既に驚くべきほ
ど多くのソリトン系 (完全積分可能系 )が報告され,実験との比較も行なわれている｡さらに
つい最近になって,古典論において成功を収めた逆散乱法を量子場の理論に応用する研究が始
められたoこの逆散乱法の量子論-の拡張を ｢量子逆散乱法｣という｡量子逆散乱法の研究が
進むとともに,完全積分可能系の持っ性質 (S行列の因子化,べ-テ状健等 )が確かめられ,
又,解析的方法 (統計力学での手法を含めて)が統一的に理解できるようになってきた｡以下
Qも その大要である｡1)
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